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【研究目的】 
近年、ダム建設公共事業は、流域住民に必ず有益ではないものが多く、流域開発の新たな公共事業の形の検討が必要である。この

ダム開発事業の治水面の代替案として最も有力視されているのが緑のダムである。緑のダムとは、森林の持っている公益機能の中で

も特に、水源涵養機能と洪水防止機能を治水に利用するものである。これは日本の国土の 6 割以上を占める森林の新しい活用法で、

日本に多く存在する整備不良の人工林を間伐整備し、森林の機能を有効に使用することができる。また、環境に及ぼす影響が少ない

という利点がある。そこで本論文では、県主体初の緑のダム研究である、「森林と水プロジェクト」を実施する、長野県松本市の薄川

流域を対象として、脱ダムから見た治水事業評価と“緑のダム”の有効性に関する調査・研究を行う。 

【方法】 
本論文作成に当たっては、第 1 に、文献やインターネットを活用してダム開発事業の現状、我が国の保安林と緑のダムの歴史性、

また、緑のダムの効力を明らかにした。このことにより、現在のダム事業の問題点、緑のダムの効力を明確にした。第 2 に、公共事

業の概要とダム開発事業の歴史を調べることで、いかに問題が生じてきたかを調べた。第3に、県主体初の緑のダム研究である、「森

林と水プロジェクト」を実施する、長野県松本市の薄川流域を対象として、ダム開発と緑のダムの経済負担や費用を調べた。第4に、

これらを踏まえて、脱ダムから見た治水事業評価と“緑のダム”の有効性について明らかにした。 
【結論】 
 「森林と水プロジェクト」での試算では、薄川上流流域の森林の適切な整備を行った場合の、有効貯留量が明らかになっている。

この有効貯留量は松本市の降雨量からみれば、治水効果を期待できる要領である。しかし、脱ダムの建設業者への代替案として、建

設業者の森林整備事業への参入は、このプロジェクトの参入業者の比率、建設業協会松竹支部への調査でも、機能していないことが

わかった。これらのことから、ダム公共事業の代替案としての代替案としては、雇用の創出の面での課題が出てきた。緑のダムは治

水効果以外の面として、環境保全の性格を持つため、これらの課題を解決すれば、自然再生型公共事業として、日本に数ある整備不

良の人工林の新たな活用方法として、期待が出来る。 
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